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令和3年度(２０２１年度)学校版環境ISOへの取組

〈　山鹿市立鹿北中学校　〉

　鹿北中学校は、川の上流に位置しており、清流を守る(地域を守る)ことが、下流、海、そし

て世界を守ることにつながっていく。清流に生きる人として、自分ができることを考え、行動

することで、環境に優しい心情を育むと共に、環境保全活動や環境問題の解決に意欲的に関わ

ろうとする”地球市民”になることを目的とする。

(１)環境ＩＳＯ活動の目的

(４)環境ＩＳＯ校内組織図

(５)環境ＩＳＯ計画

参加者

(２)本校の実態

　昨年度は、「ＳＤＧｓについて知っていますか？」というアンケート結果について、「知っ

ている」と答えたのは１４％であった。そこで、様々なＩＳＯ活動にＳＤＧｓのどの目標が関

連しているのかを意識して活動を行ってきた。しかし、ＳＤＧｓへの認知度は大きくは変化し

なかった。そこで、本年度は、ＳＤＧｓに関連した宣言のみに絞り、１人１人がＳＤＧｓが身

近な事であることを知り、意識して自分ができることに取り組んでいくことを目的にした。

(３)宣言項目

校内組織の知育部のＥＳＤ教育の中

に、環境教育が位置づけられてい

る。教職員全体で共有できるよう、

タブレットで情報を提供し、検討を

行った。担当だけでなく、他の職員

を巻き込みながら活動を行っていく

ことにした。

生活環境委員

内　　　容

今年度の環境ＩＳＯ活動について考え、ＳＤＧｓについて知る

生活環境委員 鹿北中版ＳＤＧｓ作成　ＳＤＧｓ説明資料作成

生活環境委員・教職員 鹿北中版ＳＤＧｓ内容検討　ＳＤＧｓ説明資料作成

生活環境委員 鹿北中版ＳＤＧｓ完成　ＳＤＧｓ説明資料完成

全生徒・職員

「わたしのＳＤＧｓコンクール」計画

全生徒・職員 「わたしのＳＤＧｓコンクール」実施

全生徒・職員

環境ＩＳＯ・ＳＤＧｓ・鹿北中版ＳＤＧｓ説明　行動宣言作成

第１回ＳＤＧｓ集会(鹿北中版ＳＤＧs説明・行動宣言の共有)

全生徒・職員 ＳＤＧｓ行動宣言の振り返り

(2)わたしのＳＤＧｓ行動宣言の作成

　生活環境委員が各クラスごとに、

環境ＩＳＯ活動とは何か、今年の環

境ＩＳＯ宣言と目標、ＳＤＧｓとは

何かについて説明を行った。その後

鹿北中版ＳＤＧｓを紹介し、それを

もとに自分ができそうな目標を３つ

選び、目標を元に具体的な行動を考

え書き込むことを伝えた。そして、

タブレットのロイロノートにPDF化

したワークシートを配布して作成す

ることにした。選択した目標は、下

の部分の目標一覧からロゴを動かせ

るように作ることで、簡単に見栄え

良くシートの作成ができ、そのまま

印刷して掲示することができた。

(３)第１回ＳＤＧｓ集会(Ｚｏｏｍ)

(１)鹿北中版ＳＤＧｓの作成

　１７の目標から自分にできることを考えるときに、目標が壮大過ぎて、自分の身近に感じる

ことが難しい。そこで、日頃生活の中で何気なく行っていることや、ちょっと気にかけること

でできること、生徒会活動で取り組んでいることがＳＤＧｓにつながっていることに気づける

よう、鹿北中版ＳＤＧｓを作成することにした。生活環境委員がグループに分かれて、手分け

して、１７の目標を元に、鹿北中で行っている生徒会活動がどの目標に関連しているのかを洗

い出した。また、日常生活の中や地域の中でできることも考えた。委員の生徒と担当教師で一

緒に考えていくと、自分たちが日頃行っている生徒会活動がいろいろな目標で関連しているこ

とが分かった。生活環境委員で考えた内容を、他の職員にも検討してもらい、修正・改善して

完成した。

「わたしのＳＤＧｓコンクール」審査・ＳＤＧｓ集会計画生活環境委員

全生徒・職員
第２回ＳＤＧｓ集会

(ＳＤＧｓコンクール結果報告・表彰　エコキャップ運動について)

ＳＤＧｓ行動宣言の振り返り・鹿北中版ＳＤＧｓ内容修正全生徒・職員

生活環境委員会 ＩＳＯ活動の見直しと改善

生活環境委員会

１ 宣言

ＳＤＧｓについて知り、

私たちの行動宣言を決めて取り組みます！

【目標：ＳＤＧｓ認知度１００％ 行動宣言８０％】

２ 行動
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まず、生活環境委員が、環境ＩＳＯとは何か、今

年度の環境ＩＳＯ宣言と目標、ＳＤＧｓとは何か、

鹿北中版ＳＤＧｓについて説明した。画面共有を

して、プレゼン資料は各教室のモニターに映し出

した。

各自の行動宣言を、各教室で班の中で

発表し、返しを行った。発表するとき

は、自分のタブレットを他の班員に見

せながら行った。お互いの内容を共有

し、新たな気づきも持つことができた。

各学年の代表者が、Ｚｏｏｍで行動宣

言の発表を行った。発表者の内容は、

生徒個人のタブレットに画面配信した。

発表後には、各教室からの返しを行う

ことで、全校生徒で発表者の内容を共

有できた。



(４)わたしのＳＤＧｓコンクール

　９月に行ったＳＤＧｓ行動宣言の振り返りでは、９０％以上の生徒が１つでも行動宣言に基

づいた取組を行うことができていたが、行事などもあり、意識が薄れていっていた。そこで、

自分が立てた行動宣言を振り返り、再度、意識して取り組めるようにすることと、みんなの取

組を知ることで、ＳＤＧｓが身近なものであることを知る機会とすることを目的に、ＳＤＧｓ

コンクールを行うことにした。７月に立てた行動宣言をもとに、３つの行動宣言の中から特に

行動できたものを選び、写真と共に、紹介するようにした。コンクールのシートは、委員長が

ロイロノートを使って作成した。それをコンクールの要項と共に、全校生徒にロイロノートで

配布し、生徒集会の時にコンクールの主旨と募集を呼びかけた。

上のグラフは、９月に行ったＳＤＧｓ行動宣言の振り返りである。３つの目標を全てできた人

は２６％、２つできた人は５６％、１つできた人は１３％、できなかった人は５％であった。

１つでもできた人は９５％となり、意識して取り組めていた。実際に行ったことも書いてもら

い、それをグラフと共にまとめて掲示した。

(１)はるかのひまわり絆プロジェクト

６月は”心の絆を深める月間”として、生活環境

委員会は「はるかのひまわり絆プロジェクト」

に取り組んだ。各学年ごとに場所を割り振り、

種植えから水やり、草取りをクラスで協力して

行った。

(２)ＰＴＡ家庭部 卒業生に制服や体操服などを寄付し

てもらい、保小中・地域の人が参加

したイベントでリサイクルバザーを

行った。在校生だけでなく、来年度

入学予定の小学６年生保護者にも案

内をしたため、たくさんの方が来ら

れた。

令和３年度「学校版環境ＩＳＯ」への取組

山鹿市立鹿北中学校

(5)第２回ＳＤＧｓ集会(Ｚｏｏｍ)

　ＳＤＧｓコンクールでは、生活環境委員長賞が各学年１名の３人、校長賞が各学年２名の６

名が選ばれた。最初に、入賞者のコンクール出品シートをロイロノートで各個人のタブレット

に画面配信しながら、評価された点も加えて生活環境委員が紹介した。その後、校長先生と生

活環境委員長から入賞者に賞状が手渡された。

　後半は、エコキャップ運

動についてプレゼンを行っ

た。毎週水曜日の登校時に

エコキャップ運動を行って

いるが、なぜこの運動を

行っているのかを知らない

人がいることに気づいた新

委員長が提案し、行うこと

にした。

(１)成果

○鹿北中版ＳＤＧｓを作成したことで、生徒だけでなく職員も、鹿北中学校で取り組んでいる

生徒会活動がＳＤＧｓとつながっていることを知り、ＳＤＧｓが身近なものであることに気づ

くことができた。

○鹿北中版ＳＤＧｓに沿って１人１人が行動宣言をたて、ＳＤＧｓコンクールを通して、環境

ＩＳＯ活動に１人１人が昨年よりも意識して取り組むことができた。

○今年度は、宣言項目を１つに絞ることによって、年間を通して取り組むべき内容が明確化さ

れた。また、ＳＤＧｓ認知度は昨年度よりも上がった。

(２)課題

△行動宣言を立てた初めのうちは意識が高く、行動するが、徐々に意識が薄れていってしま

う。今年度は、ＳＤＧｓコンクールを行ったが、他にも広報活動を行うなどして、年間を通じ

た取組ができるように考えていく必要がある。

△鹿北中版ＳＤＧｓの内容を修正し、来年度につなげていきたい。
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３ 記録

４ 見直し

９月に行った振り返りでは、９５％

の人が１つでも行動宣言に基づいて

取り組むことができていたが、生活

環境委員の取組も停滞し、全体的に

少しずつ意識が薄れていった。

みんなの意識を再び高めるために、

「わたしのＳＤＧｓコンクール」を

実施し、ＳＤＧｓが身近なものであ

ることを知らせるために、第２回Ｓ

ＤＧｓ集会を行う。

５ その他の取組

６ 成果と課題


